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４．市への意見や要望など 

 

問 市に対するご意見等がありましたら、ご自由にお書きください。 

   （自由記載） 

現在、郡山市が進めているまちづくり（取り組み）についてたくさんのご意見が寄せ

られました。その中から、主な意見を分野ごとに抜粋し、掲載しました。 

寄せられましたご意見につきましては、ここに掲載していないものも含め、今後の市

政運営に活用させていただきます。 

 

【分野Ⅰ】産業・仕事の未来     

【地域産業】 

・ 商工業において、既存の中小企業の安定的な発展も重要であると思う。 

（60 代・男性） 

【起業支援】 

・ 起業したい人がこの町でしたくなるような大胆な制度制定と、全国に向けての PR

をするべきだ。（50 代・男性） 

【産業創出・企業誘致】 

・ 工場、商業施設の誘致を推進してもらいたい。（40 代・男性） 

【雇用・就労】 

・ 雇用が増えてほしい。空き店舗の活用や学校の空いている教室の活用(小・中学校)

を希望する。（50 代・女性） 

【農林業】 

・ 林業についての情報を市がもっと発信してほしい。（40 代・男性） 

【特産品ブランド化】 

・ 郡山市の特色を活かしてほしい。もっと大々的に PR し、改革案をたくさん出して

ほしい。（20 代・女性） 

 

【分野Ⅱ】交流・観光の未来     

【都市間交流・国際交流】 

・ 猪苗代や会津との横軸連携強化を期待している。（40 代・男性） 

【歴史・文化遺産】 

・ 郡山市の安積疏水を通じて人口 7000 人から 34 万人の大都市となった。疏水を通

じて、工業都市となった極めて特色のある市である。県庁所在地でもなく港もな

く、城下町・門前町でもなかったことをもっとアピールすべきであると思う。 

（60 代・男性） 
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【音楽のまちづくり】 

・ 音楽活動が小・中学校で盛んなので、市民、大人も参加できるような交流会、イベ

ントがあればよいと思います。がくと館や、開成山広場などもっと使いやすく整

備してほしいです。（40 代・女性） 

【観光】 

・ 秋の例大祭が素晴らしい事があまり知られていません。（70 歳以上・女性） 

【シティプロモーション】 

・ 図書館や公民館でのイベントを通じて情報を発信する。白河市のように萌えキャ

ラ、ゆるキャラ、ヒーローを使って魅力を発信するのも面白そう。（20 代・男性） 

 

【分野Ⅲ】学び育む子どもたちの未来     

【子育て】 

・ 少子高齢化の時代。雇用条件を改善して安心して子育て出来る環境作り。 

（50 代・男性） 

【乳幼児教育・家庭教育】 

・ 保育所(士)が足りないと思う。もっと増やしてほしい。（60 代・男性） 

【青少年健全育成】 

・ 不登校・いじめ等が増加する傾向があるなか、それらに対する対策を考える必要

がある。（60 代・男性） 

【学校教育】 

・ 英語や音楽にもっと力を入れてほしい。小学生の鼓笛隊をさくら通りでできるよ

うにしてほしい。（60 代・男性） 

【地域学習】 

・ 子どもが大人になっても住んでいたいというまちづくりができるとよいですね。

（60 代・男性） 

 

【分野Ⅳ】誰もが地域で輝く未来     

【市民協働】 

・ 市民協働の「社会参加ができる機会や場」という存在を知らなかったので、もっと

アピールするとよいと思います。（30 代・女性） 

【地域コミュニティ】 

・ 地域ごとのコミュニケーションは強いと思うので、地域コミュニティはほぼ問題

ないと思う。（30 代・男性） 

【広聴広報】 

・ 毎月発行の広報こおりやまを楽しみにしておりますが、活字をもう少し大きく印

字して頂ければ大変うれしいです。(少し目が不自由な為)広告欄を少し減らすと

か？（70 歳以上・男性） 
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【スポーツ・文化・芸術】 

・ 高齢者が歩けるようなプールがあればよい。市民プールは入場料が高い。 

（60 代・女性） 

【生涯学習】 

・ 生涯学習についてはあさかの学園大学等、地域社会等整っています。養護老人ホ

ームを増設してほしいです。（60 代・女性） 

【地域福祉】 

・ それぞれの自分のできることで人の役に立てることがあればと考えている人は多

いと思います。そんなことを思っている方が自分の得意なことを活かせる地域で

あればと思います。（60 代・女性） 

【高齢者福祉】 

・ 高齢者福祉施設の増設や施設の一覧表等があれば市役所で誰でも見られる(閲覧)

よう開示してほしい。（50 代・女性） 

【障がい者福祉】 

・ 障がい者雇用の促進、ASD、ADHD といった発達障がいが安心して働けるようになっ

てほしい。支援制度を充実させ広めてほしい。（20 代・男性） 

【健康づくり】 

・ 市民が健康づくりに積極的に参加出来るような取り組みが沢山あればよいと思う。

町単位や方部単位での健康指導などあればよいと思う。（30 代・男性） 

【医療】 

・ 交通が不便で医者や買物に簡単に行けない。（70 歳以上・女性） 

【男女共同参画】 

・ 男女参画等の内容を知らない。PR されてない。（70 歳以上・男性） 

 

【分野Ⅴ】暮らしやすいまちの未来     

【環境活動】 

・ 環境活動や資源の有効活用ができていないと思います。打ち出し方を考え、なぜ

そうするのかを明確にし、市民にアピールしてほしいです。（30 代・女性） 

【３Ｒ (資源の有効利用)】 

・ ゴミの仕分けはもっと細かくてもよいように思える。そうすることでリサイクル

への意識を高められたらよい。（20 代・男性） 

【自然環境】 

・ 私の町にも森林公園がほしい。（40 代・女性） 

【防災】 

・ 今はどこでどんな災害に見舞われるかわからない時代であるので災害に強いまち

づくりを推進してほしい。（60 代・女性） 

【防犯・交通安全・消費者対策】 

・ 防犯カメラの設置は急務。障がい者が不自由なく動ける通路整備を期待している。

（40 代・男性） 
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【ユニバーサルデザイン】 

・ 高齢者の施設は多く建設され充実しているが、障がい者のは少ない。（50 代・女性） 

【交通・道路】 

・ 福島市のように 100 円バス区間がもう少し遠くまであるとよい。できれば駅から

市役所まわりとか。（60 代・女性） 

【計画的な都市づくり】 

・ 中心市街地の本町には大正時代からの建物が残っているので、古民家をいかした

町並みが整えば魅力的で人の集まる場所になるのでは？時計の電池交換や自転車

のパンク修理をしていただけるお店があることは生活に定着していてとても助か

り感謝しています。(小原田～本町の旧国道沿い)（50 代・女性） 

【住環境】 

・ 道路沿いの除草、住民地内の公園の樹木の剪定等を地域の申し出の前に計画的に

行ってほしい。（20 代・男性） 

 

【分野Ⅵ】横断的取組     

【除去土壌等の搬出】 

・ 線量計(公園などにある)をなくさないでほしい。（40 代・女性） 

【健康管理】 

・ 孫がまだ小さいので将来やはり被ばくしていないか心配はあります。（60 代・女性） 

【風評の払しょく】 

・ 風評に対してはもっとあらゆる機会を捉えての PR の継続（60 代・男性） 

 

【分野Ⅶ】基盤的取組     

【行政経営】 

・ マイナンバーの有効活用の発案を希望します。（30 代・男性） 

【セーフコミュニティ】 

・ 安全安心のために事故が起こりやすい場所には信号機や横断歩道を整備してほし

い。（20 代・男性） 

【連携中枢都市圏構想】 

・ もっと隣県との交流を進めてもらいたい。（70 歳以上・男性） 

 

 

 

 

  


